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オーストラリアは、大手格付け会社３社のすべてが最高格付けを付与している国のひとつで、
その安心感から、かねてより投資信託や外貨預金などで人気のある国です。

高格付けの主な理由として、強固な経済基盤が挙げられます。天然資源が豊富なオーストラ
リアは 中国やインドなど 成長国を中心としたアジア圏 旺盛な需要により輸出が好調でリアは、中国やインドなどの成長国を中心としたアジア圏の旺盛な需要により輸出が好調で、
２０１１年（暦年ベース）には輸出額が過去最高を記録しました。また、２０１２年７月に導
入された鉱物資源利用税（資源新税）により、政府は大幅な税収の増加を見込んでいます。増
加した歳入は一般家計や中小企業を対象にした減税に振り分けられ、個人消費や設備投資の拡
大をうながす予定です。

こうした政策により、オーストラリア政府は２０１２／１３年度（２０１２年７月から２０、 （
１３年６月）には過去４年間続いた財政赤字から脱却し、先進国の中でいち早く黒字に転換す
るという見通しを打ちだしました。また以降３年間は黒字を維持すると見込まれており、今後
の堅調な経済成長への期待がうかがえます。

さらにオーストラリアは産業の強化を目的として、失業者・学生・高齢者・体の不自由な人
への就業支援など手厚い社会保障も実施しています。例えば、２０１３年度からは、小学生を
持つ家庭には４１０豪ドル 中学生をもつ家庭には８２０豪ドルの就学手当てが毎年支給され持つ家庭には４１０豪ドル、中学生をもつ家庭には８２０豪ドルの就学手当てが毎年支給され
る予定です。

中国をはじめとしたアジア諸国への輸出だけでなく、政府による支援を背景に安定して持続
的な成長を達成している先進国オーストラリアに今後も注目です。
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